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消防団員
活動

として

してみませんか

あなたのチカラを求めています！

　消防団とは、その地域に「住んでいる」「働いている」

人によって構成される市町村の消防機関です。

　一人ひとりが、それぞれの仕事をもちながら、“自

分たちのまちは、自分たちの手で守る”という思い

で、行方市では 1342 人が消火活動や救助活動だけで

なく、災害を起こさないための火災予防や防災啓発

など様々な活動を行っています。今回は地域を守る

消防団を特集します。

消防出初め式　一斉放水後 行方市消防ポンプ操法競技大会

鹿行地区消防ポンプ操法競技大会 東日本大震災発生時　給水活動
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東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
、
午
後
２
時
46
分
。

東
日
本
大
震
災
発
生
。
日
本
の
地
震
観
測
史
上

最
大
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9.0
の
巨
大
地
震
か
ら

ち
ょ
う
ど
１
年
が
経
ち
ま
す
。

　

行
方
市
に
お
い
て
も
震
度
６
弱
の
揺
れ
を
観

測
し
、
死
者
１
名
、
重
傷
者
１
名
、
ま
た
道
路

の
損
壊
、
電
気
・
水
道
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

寸
断
、
住
宅
も
３
，
４
０
０
棟
以
上
が
損
壊
を

受
け
（
内
、
全
壊
１
１
７
・
半
壊
６
９
８
）、
市

内
全
域
で
未
曾
有
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
市

で
は
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
市
内
の
被
害

状
況
の
把
握
、
避
難
所
の
確
保
、
道
路
、
水
道
、

下
水
道
な
ど
の
復
旧
を
行
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
既
存
の
防
災
計
画
が
機
能
し
な
か
っ

た
部
分
も
あ
り
、
こ
の
震
災
を
教
訓
と
し
て
実

効
性
の
あ
る
防
災
計
画
を
策
定
し
、
情
報
伝
達

手
段
、
備
蓄
倉
庫
等
の
防
災
機
能
を
確
保
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

求
め
ら
れ
る
地
域
の
力

　

東
日
本
大
震
災
発
生
時
、
市
職
員
が
民
生
委

員
の
方
と
協
力
し
、
市
内
の
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
約
４
０
０
人
の
安
否
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
電
話
が
使
え
な
い
状
況
だ
っ
た
た
め

に
、
確
認
す
る
方
法
は
実
際
に
自
宅
に
足
を
運

ぶ
こ
と
で
し
た
。
地
震
の
影
響
で
市
内
の
道
路

が
寸
断
さ
れ
た
個
所
も
あ
る
状
況
の
中
、
高
齢

者
が
訪
問
時
に
自
宅
に
い
な
い
な
ど
、
確
認
が

と
れ
ず
何
度
も
足
を
運
ば
ざ
る
を
え
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
実
際
に
安
否
確
認
が
終
了
す
る

ま
で
に
は
２
日
間
を
要
し
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
地
区
に
よ
っ
て
は
消
防
団

員
が
自
主
的
に
お
年
寄
り
の
見
回
り
を
す
る
、

区
長
さ
ん
が
先
頭
に
立
っ
て
炊
き
出
し
を
行
う

な
ど
、
行
方
市
の
強
み
で
あ
る
『
地
域
の
助
け

合
い
』
が
行
わ
れ
て
い
た
地
区
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。
災
害
時
に
お
い
て
市
は
避
難
所
の

設
置
や
、
道
路
、
水
道
、
下
水
道
な
ど
の
復
旧
、

正
確
な
情
報
収
集
等
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
あ

ら
ゆ
る
災
害
を
想
定
し
て
防
災
対
策
や
応
急
体

制
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。
市
民
一
人
ひ
と

り
が
災
害
に
対
す
る
備
え
を
自
ら
準
備
し
、
実

際
に
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
ら
落
ち
着
い
て
、
自

分
、
家
族
の
身
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

し
て
次
に
求
め
ら
れ
る
の
が
『
助
け
合
い
』
な

の
で
す
。

　

災
害
時
、
地
域
の
防
災
の
要
と
し
て
消
防
団

員
の
方
は
と
て
も
頼
も
し
い
存
在
で
す
。
実
際

に
甚
大
な
津
波
被
害
を
受
け
た
東
北
３
県
に
お

い
て
消
防
団
員
の
方
の
適
切
な
誘
導
で
命
が
助

か
っ
た
と
い
う
例
が
た
く
さ
ん
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

団
員
確
保
が
今
後
の
課
題

地震で被害を受けた玉造甲（里区）
　　　　　　　　　　　　　　の道路

　

消
防
団
は
地
域
ご
と
に
拠
点
を
構
え
、
有
事

の
際
に
適
切
に
対
処
で
き
る
よ
う
設
備
・
装
備

を
整
え
て
ま
ち
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
近
年
、
集
中
豪
雨
等
の
風
水
害
が
頻
発

し
、
ま
た
東
日
本
大
震
災
級
の
大
規
模
地
震
の

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
地
域
の
安
心
・

安
全
の
確
保
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ

り
、
消
防
団
の
地
域
密
着
性
、
要
員
動
員
力
、

即
時
対
応
力
な
ど
の
特
性
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
地
域
防
災
の
重
要
な
存
在
と

な
る
消
防
団
員
は
近
年
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

行
方
市
で
も
合
併
当
初
１
，
４
４
７
人
だ
っ
た

団
員
数
は
現
在
１
，
３
４
２
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
人
口
の
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
社
会
環
境

の
変
化
な
ど
に
伴
っ
て
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
平
成
23
年
度
に
行

方
市
で
も
女
性
消
防
団
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

女
性
消
防
団
員
の
活
動
は
広
報
活
動
や
一
般
家

庭
へ
の
防
火
指
導
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
へ

の
防
火
訪
問
な
ど
を
中
心
に
活
動
し
て
い
く
予

定
で
す
。

　

消
防
団
は
誰
で
も
参
加
で
き
る
活
動
で
す
。

自
分
に
合
っ
た
活
動
の
し
か
た
や
少
し
で
も
協

力
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
安
心
・

安
全
の
た
め
に
あ
な
た
の
チ
カ
ラ
を
消
防
団
で

生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
消
防
団
の
活

動
に
市
民
の
み
な
さ
ん
が
理
解
を
深
め
る
こ
と

も
地
域
の
防
災
力
に
繋
が
り
ま
す
。
安
心
で
安

全
な
ま
ち
を
み
ん
な
の
力
で
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

0 50 100 150 200 250

変わらない　95

変わらない　107

変わらない　125

家族との絆やつながりを大切にしたい

近所の人たちとの付き合いを大切にしたい

他人の役に立ちたい気持ち

結婚していて良かった、あるいは結婚したい

行方市に住み続けたいと思う気持ち

強くなった　　172

強くなった　　139

強くなった　　156

強くなった　111

52

変わらない　126

変わらない　19319

あなたは、震災前と比べて、
　　　次にあげるような気持ちに変化がありましたか？

資料：行方市震災アンケート調査　平成 23 年

弱くなった
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大切なまちや家族を守りたい。
　現在、行方市では1,342人の消防団員の方々が活躍しています。会社員、自営業の方、主婦の方など、

年齢や性別、職業を問わず、いろいろな方が参加しています。消防団はどなたにでも参加できる活

動です。あなたのチカラをそんな消防団で生かしてみませんか。

あなたも一緒にかけがえのないものを守りませんか

　消防団は火災発生時ばかりではなく、地震や台風等の自然災害のときの活動や

行方不明者の捜索などさまざまな活動を行っています。指示を出す立場としてい

つも心がけているのは団員の安全です。迅速な行動が求められる現場ですが、ど

んなときも 2次災害を引き起こすことのないよう注意しています。

　以前、夜警をしていたところ、一人暮らしの高齢者の方から「消防団が活動し

てくれていると思うとほっとする。寒い中ほんとうにご苦労様」と声をかけられ

たことがあります。消防団は大変なこともありますが、地域に貢献できる活動で

す。少子高齢化の影響もあり団員が減少傾向ですが、ひとりでも多くの方にご協

力いただき、一緒に地域の安全を守っていきたいと思っています。
行方市消防団団長
齋藤　基さん

行方市女性消防団
海老澤　文江さん

玉造支団第４分団第６部
（谷島消防団）

森作　文晃さん

　勤務地である香取市で祭りの実行委員会やNPO法人の運営などをきっかけに

救急救命のボランティアなど様々なことを経験してきた中で、これから地元であ

る行方市に対しても何か貢献したいとの思いから入団しました。

　以前から常に自分の中で 2％くらいはリスクに対しての緊張感を持って生きな

ければと感じていましたが、昨年の震災で「それでは足りないのでは・・・」と

考えるようになりました。生活している以上、いつ何が起きるかはわかりません。

　現在は団員数が減少傾向にありますが、その年齢、場所でなければ経験できな

いことがたくさんあります。女性も男性も「自分たちの地域は自分たちで守る」

という思いで多くの人と一緒に活動していけたらいいですね。

　父が消防団員だったこともあり、消防団の活動に対しては憧れと尊敬の気持ち

を持っていました。昨年の４月に入団し、初めて火災現場に出動したときは平日

の昼間だったこともあり、消防機庫には私だけしか参集していませんでした。先

輩から携帯電話で、火事現場に消防自動車で向かうよう指示を受けたので、使命

感を持って車を運転し、火災現場に向かいました。

　また昨年度は自動車ポンプの４番員として操法大会に出場し、機械操作に挑ん

だので、やりがいを感じました。今後も少しでも地域に貢献できるよう日々、訓

練に励んでいきたいと思います。
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災害時の活動

防火啓発活動
地域を災害から守るためには、住民の防災意識

の向上が不可欠です。まず災害を起こさせない

ため、火災予防や防災啓発などを積極的に行っ

ています。

救命講習会
市民のみなさんがいざというときに疾患やケガ

に素早く対応できるよう、AED の使い方をはじ

めとした応急手当の普及・啓発を実施していま

す。

消火活動
火災が発生すると、消防団員は現場に駆けつけ、

早期鎮火に努めます。大規模災害の場合は近隣

の消防団と連携し、より効率の良い消火を行い

ます。

救助活動
地震や風災害などといった自然災害が発生した

場合は、地形や道路網、世帯状況などを熟知し

た消防団員が、的確かつ迅速に救助・救出を行

います。

水防活動
台風や集中豪雨などにより、河川の氾濫や堤防

の決壊が起きないよう土嚢積みなどの防災活動

を迅速に行い、地域の被害軽減に努めます。

平常時の活動

　1月 22 日、里・内宿消防団（玉 3-1）が地域住

民を対象に AEDの操作研修会を行いました

夏期訓練時には台風

や集中豪雨に備えて

土嚢の準備を行いま

した

平成 24 年 3月 11 日実施

行方市災害情報伝達訓練
　昨年 3月に発生した東日本大震災での教訓

を踏まえ、災害時の情報収集の仕方、収集され

た情報の整理・分析、地域での情報伝達・共有

化、防災無線電話の操作等必要な各種手法を習

得することによって、災害対応の基本的な初動

活動の迅速化を図ることを目的に災害時情報

伝達訓練を行います。

　行政区の区長、民生委員児童委員、消防団、

市職員などが協力し、休日の午前 8時 00 分に

震度 5弱の地震が発生し、市内全域に被害が

生じたことを想定し訓練を行います。東日本大

震災発生時、携帯電話、固定電話は繋がり難

い状況が続きました。今回の訓練ではそういっ

た環境のときもスムーズに情報伝達を行える

よう原則として携帯電話、固定電話は使用せず

に行う予定です。（消防団幹部の方と市防災担

当職員が所有している災害時優先電話、庁舎間

については防災無線電話を使用）

　東日本大震災発生から 1年。家庭や地域で

も災害に対する心構えを確認し、「もしものと

き」少しでも被害が軽減されるように備えてい

きましょう。
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